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実証された。さらに、強化学習理論における temporal-difference learning ruleを応用した数理
モデル解析により、自己選択は得られる報酬の価値を引き上げるという可能性が示唆された。 
 従来の多くの報酬系の研究は、報酬の価値は得られる報酬量や報酬確率、報酬までの遅延や仕事
量といった要因によって一意に決定されるという仮定の下で行われてきた。しかしながら、本研究
結果は、報酬の価値がそのときの状況に応じて変化する場合があることを指摘している。さらに、
本研究では、目的志向的行動において、報酬価値の情報が脳内でどのように表現されているかを理
解するための新しい理論的アプローチを提示しており、学位論文として高く評価できる。 
 
平成２６年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
